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移
住
・
定
住
促
進
事
業

地
域
力
維
持
を
目
指
し
て

感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
綾

町
の
こ
れ
か
ら
の
農
業
に
つ
い
て
、
若
手
と

ベ
テ
ラ
ン
が
熱
く
語
り
合
う
様
子
な
ど
を
見

る
と
、
移
住
者
と
地
域
の
人
と
の
交
流
に
よ
っ

て
活
力
や
新
し
い
事
業
な
ど
が
生
ま
れ
る
可

能
性
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

人
口
が
減
っ
て
も

持
続
で
き
る
ま
ち
に

　
さ
て
、
綾
町
で
は
さ
ら
な
る
移
住
・
定
住

を
促
進
す
る
た
め
に
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ

デ
オ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
る
都
市
部
で
の

Ｐ
Ｒ
や
空
き
家
の
情
報
収
集
・
発
信
な
ど
を

展
開
し
て
い
き
ま
す
。
３
月
に
制
作
し
た
移

住
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
は
役
場
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
ほ
か
動
画
投
稿
サ
イ
ト
「
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
」
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
交
流
サ
イ

ト
「
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
」
で
も
公
開
さ
れ
、

移
住
者
の
様
子
や
ま
ち
の
風
景
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。

　
移
住
・
定
住
事
業
を
進
め
る
た
め
に
は
、

受
け
入
れ
る
側
の
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
の
理

解
と
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
地
域
力
を
維

持
し
、
た
と
え
人
口
が
減
っ
て
も
将
来
に
わ

た
っ
て
持
続
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。〈

企
画
財
政
課
〉

　
そ
う
し
た
実
情
を
受
け
、
東
京
や
大
阪
な

ど
の
大
都
市
で
、
移
住
や
就
農
の
相
談
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。
相
談
会
で
は
綾
町
の
基
本

情
報
を
伝
え
る
ほ
か
、
町
民
体
育
大
会
の
様

子
や
自
治
公
民
館
活
動
に
つ
い
て
も
紹
介
し
、

元
気
で
安
全
な
地
域
に
す
る
た
め
の
さ
ま
ざ

ま
な
交
流
活
動
に
も
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ

う
話
を
し
て
い
ま
す
。

人
財
の
誘
致
が
地
域
力
に
寄
与

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
の
成
果
は
、
子
ど
も
の

数
に
も
徐
々
に
表
れ
始
め
ま
し
た
。
綾
小
学

校
の
生
徒
数
を
見
る
と
、
平
成
22
年
度
は
３

７
０
人
で
し
た
が
、
平
成
28
年
４
月
現
在
で

は
４
５
５
人
ま
で
増
え
て
い
ま
す
。
学
校
の

み
な
ら
ず
、
公
園
な
ど
で
上
が
る
子
ど
も
た

ち
の
元
気
な
声
は
、
明
る
い
綾
町
の
未
来
を

想
起
さ
せ
ま
す
。

　
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
（
※
）
の
推
進
は
さ
ま
ざ

ま
な
経
験
や
知
識
、
技
能
を
持
つ
「
人
財
」

の
誘
致
と
も
言
え
る
も
の
で
す
。
綾
町
に
移

住
し
た
人
た
ち
は
、
農
林
業
に
従
事
し
た
り
、

デ
ザ
イ
ン
や
理
美
容
業
、
飲
食
業
な
ど
を
自

営
し
た
り
し
て
お
り
、
地
域
力
の
維
持
・
向

上
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　
農
業
で
は
尾
立
地
区
な
ど
を
中
心
に
20
〜

40
代
の
農
家
が
増
え
、
地
区
に
に
ぎ
わ
い
が

代
を
は
じ
め
と
す
る
若
い
世
代
が
定
住
し
や

す
い
環
境
を
整
え
る
た
め
の
取
り
組
み
で
す
。

こ
れ
ら
２
つ
の
事
業
に
よ
り
、
人
口
の
５
％

に
相
当
す
る
約
４
０
０
人
が
綾
町
に
定
住
す
る

と
い
う
効
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
今
後
、
空
き
家
情
報
の
収
集
･
整

理
・
発
信
と
と
も
に
利
用
希
望
者
の
条
件
に

合
う
物
件
紹
介
な
ど
も
積
極
的
に
行
っ
て
い

く
計
画
で
す
。

移
住
相
談
会
で

地
域
の
交
流
活
動
も
紹
介

　
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
以
降
、
綾
町
へ
の

移
住
を
希
望
す
る
人
た
ち
か
ら
の
相
談
が
非

常
に
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
綾
町
が
中

山
間
地
域
で
あ
る
た
め
、
津
波
の
心
配
が
あ

ま
り
大
き
く
な
い
こ
と
や
、
自
然
が
豊
か
で

有
機
農
業
に
よ
る
安
心
安
全
な
農
畜
産
物
が

あ
る
こ
と
、
子
育
て
環
境
の
整
備
が
進
ん
で

い
る
こ
と
な
ど
が
そ
の
理
由
で
す
。

出
生
率
日
本
一
を
目
標
に

　　
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
に
よ
る
都
市
の

消
滅
や
中
山
間
地
域
の
過
疎
化
が
、
将
来
の

大
き
な
危
機
と
し
て
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
中
、
地
方
創
生
の
取
り
組
み
の
ひ

と
つ
と
し
て
都
市
部
か
ら
地
方
へ
の
移
住
・

定
住
促
進
事
業
が
全
国
的
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　
綾
町
で
は
、
出
生
率
日
本
一
を
目
指
し
、

子
ど
も
た
ち
が
夢
の
あ
る
ま
ち
の
未
来
を
抱

け
る
よ
う
に
、
家
族
・
地
域
が
一
体
と
な
っ

て
安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
育
て
ら
れ
る
環

境
の
整
備
や
、
幼
保
小
中
の
教
育
の
充
実
を

図
る
こ
と
を
中
心
に
し
た
移
住
・
定
住
促
進

事
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

２
事
業
で
約
４
０
０
人
が
定
住

　
平
成
21
年
度
か
ら
行
っ
て
い
る「
若
者
定
住

促
進
住
宅
料
補
助
事
業
」や
平
成
23
年
度
に
開

始
し
た「
空
き
家
再
生
事
業
」は
、
子
育
て
世

※UIJ ターンとは
　一般的に、Uターンは出身地から都市に移住した後、出身地に戻ること。I ターンは地方から都市ま
たは都市から地方に移住する形態。Jターンは出身地から都市に移住したあと、出身地近くの地方都市
などに移住する形態を指します。

昨年の町民体育大会の様子 若い世代が増えつつある尾立地区の花見会
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熊本地震被災地へ救援物資を届けました

お知らせ＆情報

義援金募金活動のご報告

　綾町は４月20日と27日、熊本地震により大き
な被害を受けた阿蘇郡高森町と南小国町、上益城
郡御船町に救援物資を届けました。
　3町とは「日本で最も美しい村」連合や税務関係
などでの交流があり、職員がカセットガスボンベ
や水、緑茶、インスタント食品、生理用品を現地
に運びました。
　阿蘇郡では家屋や道路の被害は予想より少な
かったものの、給水を行う自衛隊の車両などの多さから深刻な被害の状況がうかがえたほか、県内でも
高千穂町で多くの落石により片側通行になっている国道があるなど、地震の巨大さ、被害を受けた範囲
の広さが実感されました。
　綾町では 1日でも早く被災地が復旧できるよう、今後も人的・物的な支援を続けていきます。

　綾町赤十字奉仕団は、４月23日、綾手づくりほん
ものセンターとＡコープ綾店で、熊本地震の災害義
援金街頭募金活動を行いました。
　募金活動には、熊本県内の高校に進学している綾
町出身の中野夏輝さん（県立大津高校３年）と後藤海
斗さん（私立秀岳館高校１年）も参加。「熊本で頑張っ
ている人たちを思うと、自分も何かしたいと思いま
した」と話し、高校のサッカーユニフォームを着て
熱心に義援金の呼び掛けをしていました。また、綾
小・中学校のサッカー部も募金をした後、街頭募金
活動に参加しました。
　義援金は引き続き６月30日（木）まで受け付けます

（募金箱の設置場所は 15ページをご覧ください）。寄せられた義援金は、日本赤十字社宮崎県支部綾町分
区が責任を持って預かり、日本赤十字社を通じて被災地に届けます。皆さんのご支援をお願いします。

街頭募金活動の義援金総額／ 101,266円
5月 13日までに受け付けた義援金総額／ 42件　598,149円

日本赤十字社宮崎県支部綾町分区（綾町社会福祉協議会）
☎77-3066

（企画財政課 ･総務税政課）
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〜お知らせ＆情報〜

■問い合わせ先 /建設課建設係　☎77-3467

皆さんの宅地・建物は安全ですか？
　４月中旬に発生した熊本大地震では、甚大な被害がもたらされました。
　本県でも今後、日向灘やえびのを震源とする大きな地震の恐れがあります。皆さんがお住まいの建物や
敷地について、大きな被害が出ないよう十分な対策を考えることが必要です。綾町では、次のとおり補助
などの制度を設けていますので、活用をご検討ください。

① -1　木造住宅耐震診断
　昭和 56 年５月 31 日以前に建築された木造住宅は、旧耐震基準で建築されており、大地震が起きた場
　合には甚大な被害が懸念されます。住宅の耐震性を診断するための補助制度は次の内容です。
　・対象／昭和 56 年５月 31 日以前に建築された木造住宅
　・制度の内容／診断費が６万円以内なら無料　※６万円を超えた場合は、超えた分のみ自己負担

① -2　木造住宅耐震計画（設計）
　診断で耐震性がないと判断された場合に、建物の改修計画を立てるための費用を補助する制度です。
　・制度の内容／計画（設計）に要する費用が 15 万円以内の場合　2/3（最大 10 万円）を補助
　　※ 15 万円を超えた場合は、超えた分について自己負担

① -3　木造住宅耐震改修
　計画設計した部分を改修するための費用の一部を補助する制度です。
　・制度の内容／改修に要する費用が 150 万円以内の場合　50% 分（最大 75 万円）を補助
　　※ 150 万円を超える場合は、超えた分について自己負担

②　がけ地近接住宅移転事業
　次のような敷地にお住まいで移転を希望される場合
　に適用されます。　
　・対象／高さが２ｍ以上のがけに近接して立ってい
　　る住宅から、移転した場合の新築住宅の建築
　・助成内容／新築費用の一部、土地代の一部、敷地
　　造成費の一部を金融機関から借りていただき、そ
　　れに係る利子分を補助するもの（※本年度の具体
　　的な金額は未定）

・対象／建物の前後が崩壊の前兆のある敷
　地を持つ人
・助成内容／石積みなど、復旧工事費の

1/2 の額（25 万円を限度）
　※工事費が 50 万円を超える場合は、超

　えた分について自己負担

③　既成宅地防災工事助成
　すでに立っている建物の敷地復旧工事を助成する制度です。
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〜お知らせ＆情報〜

特殊詐欺にご注意ください！

平成28年度 身体障害者補助犬の給付希望者募集

県内の特殊詐欺（振り込め詐欺を含む）の発生状況

給付予定等数／２頭　　　申込書提出期限／７月29日（金）

給付を受けられる人（選考の上決定）

第七次綾町総合長期計画の訂正について

① 県内におおむね１年以上居住する 18 歳以上で
　・視覚障がい１級の身体障害者手帳の交付を受けている人またはこれに準ずる人
　・肢体不自由１、２級の身体障害者手帳の交付を受けている人またはこれに準ずる人
　・聴覚障がい２級の身体障害者手帳の交付を受けている人またはこれに準ずる人
② 所定の訓練を受け、身体障害者補助犬を適切に利用し、飼育できる人
③ 身体障害者補助犬を使用することにより就労等社会活動への参加に効果があると認められる人

　身体障害者補助犬の給付を受ける場合は、県が委託した訓練施設で約１カ月間、身体障害者補助犬との
訓練を受ける必要があります。なお、身体障害者補助犬の購入および訓練に要する経費は、県が負担します。
訓練施設までの旅費、訓練期間中の本人の食費、給付後の経費（飼育費など）は本人負担となります。

広報あや５月号と合わせて配布
した「第七次綾町総合長期計画」
概要版の16ページに誤りがあり
ましたので訂正します。

■問い合わせ先 /町民生活課　☎77-3466、高岡警察署　☎82-4110

（企画財政課）

■問い合わせ先 /福祉保健課　☎77-1114、県障がい福祉課　☎32-4468

平成 26 年度 平成 27 年度

件数 59 件 45 件
被害金額 3 億 4,679 万円 1 億 6,506 万円

訂正項目
【５－４】

消防・救急・防災体制の充実

（誤） （正）

現状値 将来目標値 現状値 将来目標値

［活動］自主防災組織の組織化 22.0% 22.0% 22 組織 22 組織

  消防団の充足率 210.0% 210.0% 100%（210人）100%（210人）

　犯人は、金銭をだましとるためにあらゆる手を使ってきます。
　ある日突然、知らない人から電話やメールが・・・
　家族・警察官・弁護士を名乗り、事件事故などを題材に「示談金が必要だ」と電話してきたり、「有料
サイトの利用料金が未払いです。払わなければ裁判を起こします」とメールを送ってきたり、そのほか
にも「医療費の還付金があります」「すぐに携帯電話を持ってＡＴＭに行ってください」といった電話や、
熊本地震の被災者支援の義援金を募る活動に便乗して、役場職員や社会福祉関係団体を名乗り、義援金の
振り込みを依頼する電話や訪問があったりする恐れがあります。

被害にあわないために
　知らない人から電話があった場合は、いったん電話を切って冷静に考えましょう !
　何かおかしいと感じた電話については、必ず家族や警察に相談しましょう !
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〜お知らせ＆情報〜

経済センサス︲活動調査の回答はお済みですか？

第５回 I LOVE 綾 写真展の作品を募集

　平成 28 年６月に実施する経済センサス︲活動調査は、全国すべての事業所・
企業を対象に、全産業分野について売上（収入）金額や費用などの経理項目を同
一時点で網羅的に把握する我が国唯一の調査です。調査の結果は、国の各種行政
施策をはじめ、地域の産業振興や商店街の活性化などの地域行政のための基礎資
料として利活用されます。
　調査員から調査票を受け取った事業所などの皆さんは、６月７日（火）までに
インターネットでご回答ください。調査票で回答する場合は、調査員へ調査票を

お渡しください。郵送で調査票を受け取った企業の皆さんは、インターネットで回答するか、調査票を郵
送してください。

　「わたしの好きな綾」の写真コンテストを開催します。自然、人、動物、風景など綾に関する写真を募
集します。綾の魅力を再発見しましょう。

● 応募期間／６月６日（月）～７月７日（木）
● 応募資格／プロ、アマ、年齢、町内外問わず綾を愛するすべての人
● 作品規定／サイズは８切（B5）サイズまで（応募はひとり 1 点で本人が撮影したものに限ります）
● 応募方法／役場、観光案内所、綾国際クラフトの城などに置いてある応募用紙の注意事項に同意の上、
　 　　　　   必要事項を記入し、写真に添えて綾国際クラフトの城へメール、郵送または持参してください
● 応 募 先／綾国際クラフトの城
　　　　　 　〒 880-1302 宮崎県東諸県郡綾町大字北俣 1012 ／Ｅメール　2012iloveaya@gmail.com
● 選考方法／７月 20 日（水）～８月 14 日（日）の期間中、綾国際クラフトの城内「綾陽校記念館」に
　　　　　　  展示されている応募作品を一般入場者、協賛企業および町長が審査します。
● 表 彰 式／ 8 月 21 日（日）午後 1 時 30 分～

■主催 /綾国際クラフトの城、綾夢楽人の会　共催 /綾町、綾町観光協会
■問い合わせ先 /綾国際クラフトの城　☎77-1223

（企画財政課）

総務省 ･経済産業省 ･宮崎県 ･綾町
経済センサスー活動調査についてはキャンペーンサイトをご覧ください。

http://www.e-census2016.stat.go.jp/

平成 28年
6月1日

経済センサス2016



税のひろば 町税係　☎77-1113

農耕作業車にナンバープレートは付いていますか?
　フォークリフト、ショベルローダなどの小型特殊自動車や乗用装置のあるトラクタ、コンバインなど
の農耕作業用自動車は、軽自動車税の課税対象です。該当する車両を取得した人（法人）または現在、未
申告の車両を所有している人（法人）は、速やかに軽自動車税の申告手続きをして標識（ナンバープレー
ト）の交付を受けてください。またナンバープレートは、車両後方の見やすい箇所に取り付けてください。
　なお、公道を走行しない（工場内や田畑でしか使用しない）車両や現在使用していない車両でも、所有
していれば課税対象となります。

■申告に必要なもの
・印鑑
・販売証明書または譲渡証明書
・車名（メーカー名）、車台番号、排気量が分かるもの

■軽自動車税の課税対象になるもの
区 分 農耕作業用自動車 農耕作業用以外

車 両

農耕トラクタ
農耕用薬剤散布車
刈取脱穀作業車（コンバイン）
田植機
国土交通大臣の指定する農耕作
業用自動車
※農耕作業を行う能力と乗用装

置を兼ねたもの

ショベルローダ、タイヤローラ、ロードローラ、グレーダ、ロー
ドスタビライザ、スクレーパ、ロータリ除雪自動車、アスファ
ルトフィニッシャ、タイヤドーザ、モータスイーパ、ダンパ、
ホイールハンマ、ホイールブレーカ、フォークリフト、フォー
クローダ、ホイールクレーン、ストラドルキャリア、ターレッ
ト式構内運搬自動車、自動車の車台が屈折して操向する構造の
自動車、国土交通大臣の指定する構造のカタピラを有する自動
車（左右のカタピラの回転速度の差のみにより操向する構造のカ
タピラを有する自動車）、国土交通大臣の指定する特殊な構造を
有する自動車（林内作業車、原野作業車、ホイールキャリア、草
刈作業車）

規 格
大きさ制限なし
排気量制限なし
最高速度 35km/h 未満

長さ 4.7m、幅 1.7m、高さ 2.8m 以下
排気量制限なし
最高速度 15km/h 以下

税 額 2,400 円 5,900 円

信号のない横断歩道では歩行者優先を守りましょう！
　信号のない横断歩道は、横断歩行者が最優先となる場所です。歩行者が
横断しようとしているときには必ず停止して、歩行者が安全にそしてスムー
ズに横断できるようにしましょう。
　信号のない横断歩道で歩行者が横断しようとしているときに車両が停止
するのは、道路交通法第 38条で定められた「ルール」です。赤信号で停止
するのと同じで、「マナー」や「思いやり」で停止するのではありません。歩
行者が横断しようとしているのに停止せずそのまま通過するのは、「横断歩
行者等妨害等」の交通違反となりますので、歩行者優先を守りましょう。

（町民生活課）
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町税係　☎77-1113税のひろば

住民税とは
・県民税と町民税

　県や町の仕事は、日常生活に直接結びついた身近なものである
ため、その資金となる税金も多くの住民が分担することが求めら
れます。住民税はこのような地方税の性格を最もよく表している
税金で、一般に、県民税と町民税を合わせて住民税と呼ばれてい
ます。

・均等割と所得割
　住民税は、税金を負担する能力のある人が均等の額によって負
担する均等割、その人の所得金額に応じて負担する所得割から構
成されています。

[ 住民税が課税されない人 ]
・均等割も所得割もかからない人

① 生活保護法によって生活扶助を受けている人
② 障がい者、未成年者、寡婦または寡夫で前年中の合計所得金額が 125 万円以下だった人

・均等割がかからない人
　前年中の所得金額が、28 万円に本人、控除対象配偶者および扶養親族の合計数を乗じて得た金額（控
除対象配偶者または扶養親族がある場合には、その金額にさらに 16 万 8,000 円を加算した金額）以
下の人

・所得割がかからない人
　前年中の所得金額が、35 万円に本人、控除対象配偶者および扶養親族の合計数を乗じて得た金額（控
除対象配偶者または扶養親族がある場合には、その金額にさらに 32 万円を加算した金額）以下の人

[ 税率 ]
・均等割の税率

　平成 26 年 6 月分からの均等割額が 1,000 円引き上げられました。東日本大震災の復興を目的とし
て平成 26 年分〜平成 35 年分まで個人県民税均等割 2,000 円、町民税均等額 3,500 円の計 5,500 円
となります。

・所得割の税率
　所得の多い少ないにかかわらず、県民税は一律 4%、町民税は一律 6% です。

[ 納税の方法 ]
　個人住民税の納税の方法には、普通徴収と特別徴収の 2 つがあり、そのいずれかで納税することに
なります。

・普通徴収の方法
　事業所得者などの住民税は、納税通知書によって町から納税者に通知され、通常 6 月、8 月、10 月、
翌年 1 月の 4 回の納期に分けて納税していただきます。これを普通納税といいます。

・特別徴収の方法
　給与所得者の住民税は、特別徴収納税額通知書により、町から給与の支払者を通じて通知され、給
与の支払者が毎月の給与の支払いの際にその人の給与から天引きして、これを翌月の 10 日までに町
に納入していただくことになっています。この給与特別徴収は、6 月から翌年の 5 月までの 12 回で
徴収することになっています。
　また年金所得者の住民税は、年金支払者が年金支給の際に天引きします。
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☎77-1154子育て支援センター

６月の行事イベント

■と　き／午前 10 時～ 11 時 30 分
■ところ／高年者研修センター
■内　容／綾っ子歯ッピー大会

虫歯のない子（保育所・幼稚園）の表彰式、アン
パンマンショーがあります。子どもたちの大好
きなアンパンマンのお話で歯の大切さについて
考えてみましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■と　き／午前 9 時 30 分～ 11 時 30 分
■ところ／子育て支援センター
■内　容／プレゼント作り

父の日に心のこもった手作りプレゼントを贈り
ましょう。材料はセンターで準備します。

　　　　　　　
■と　き／午前 9 時 30 分～ 11 時 30 分
■ところ／子育て支援センター
■内　容／絵本の読み聞かせ

てるは図書館から読み聞かせに来ていただきま
す。絵本のほか、パネルシアターもあります。
　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　
■と　き／午前 10 時～ 11 時 30 分
■ところ／子育て支援センター
■内　容／６月生まれのお友だちの誕生会

対象児にはハガキでお知らせしています。
ハガキが届かない人はご連絡ください。

子どもと「触れ合う」だけで
たくさんのいいことがあります。
触れることは、信頼関係の第一歩
　「毎日、子どもを触ってあげていますか？」。
こんなふうに質問されたら、「どうしてそんな
当たり前のことをきくのかしら？」と不思議に
思ってしまうママは多いかもしれません。抱っ
こをしたり頭をなでたりといった日常でごく
自然にしているはずの仕草は、子どもの心や
体、脳を育てる上で大切な役割を果たしてい
ます。

最も手軽で大切なコミュニケーション
　赤ちゃんにとって生後１
年の間は特に、ママと触れ
合うことで信頼関係を育
み、親子としての絆を深め
る大切な時期になります。
　しかし、単純に長い時間
触ればいいというわけで
はありません。大切なの
は、愛情を持って触れるこ
と。ママに愛されていると
いうことが、きちんと伝
わるような触れ方が理想です。子どもをかわ
いいと思う気持ちがあれば、自然と目を見て、
言葉を掛けながら触れるはず。そういった愛
情表現が、最も効果的なのです。
　「忙しいのに」とか「面倒くさい」とか思いな
がら触れるのではなく、目を見て、言葉を掛
けながら、短い時間でもいいので濃密なコミュ
ニケーションを。まずは、愛情を持ってなで
なですることから始めてみましょう。

親子教室「コアラ」

３日（金)	 わくわく広場

８日（水）	 親子教室「コアラ」

15日（水）	 ゆったり子育て教室

29日（水）	 誕生会

お誕生おめでとう
4月30日までに受付のあった子どもさんです

甲斐　音羽 [女] H28.4.4
（かい　おとは） 保護者:多津也さん [宮谷]

中山　絢央 [女] H28.4.14
（なかやま　あお） 保護者:孝太さん [中堂]

今月のPHOTO
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☎77-0195健康センター

特定健康診査
　胃がん・大腸がん・前立腺がん検診もあわせて
実施しています。申し込みをした人には事前に受
診票を送付します。届かない場合は、健康センター
へご連絡ください。
　また、今年度から特定健診・胃がん・大腸がん・
前立腺がん検診にあわせて骨粗しょう症健診を行
います。料金（自己負担）は 500 円です。
■とき／ 6 月 22 日（水）、23 日（木）、24 日（金）
■対象／ 40 〜 74 歳の人

肺がん検診
■とき／ 5 月 30 日（月）、31 日（火）、6 月 1 日（水）、
　　　　 2 日（木）、15 日（水）、16 日（木）
■対象／ 40 歳以上

　歯と口の健康週間にちなんで「綾っ子歯ッピー大
会」を行います。保護者の皆さんもお越しください。
■とき／ 6 月 3 日（金）午前 10 時〜
■場所／高年者研修センター
■内容／年少・年中・年長児で虫歯のない子ども

および治療が済んだ子どもの表彰、アン
パンマンショー

乳児相談（おっぱい・育児）
■とき／ 6 月 10 日（金）午後 1 時 15 分〜
■対象／乳児と母親

妊婦相談
■とき／ 6 月 10 日（金）午後 1 時 15 分〜
■対象／妊婦（後期）

1歳 6カ月児健康診査
■とき／ 6 月 17 日（金）
■対象／平成 26 年 9、10、11 月生
　　　　および未受診者

幼児歯科健診
■とき／ 6 月 20 日（月）
■対象／平成 25 年 4、5、10、11 月
　　　　平成 26 年 4、5 月生
　　　　平成 27 年 4、5 月生

おっぱい相談
■とき／ 6 月 23 日（木）午後 1 時 30 分〜

離乳食教室①（4カ月児）
■とき／ 6 月 23 日（木）午後 1 時〜

　綾町では、町民の皆さんが健
康で安心して生活できる健康長
寿のまちづくりを目指していま
す。健康づくりの普及・啓発活
動、健診受診の呼びかけなど健
康づくりの推進を担う推進員を
紹介します（敬称略）。 

無医地区巡回診療
広沢地区
　10日（金）	13:00〜14:00
倉輪地区
　24日（金）	13:00〜14:00

お達者クラブ(6月)
集合場所:各自治公民館
開始時間:午前9時30分〜

実 施 日 地 区 実 施 日 地 区
1日（水） 四 枝 15日（水） 揚 町
2日（木） 上 畑 16日（木） 西中坪・麓・宮谷
3 日（金） 古 屋 17日（金） 北麓・東中坪
7日（火） 中 堂 21日（火） 南麓・二反野
8日（水） 立 町 27日（月） 杢 道
9日（木） 神 下 28日（火） 宮 原

＊麓は健康講座
＊6月8日（水）古屋高年者クラブは健康講座

地 区 氏 名 地 区 氏 名
上 畑 松岡　安子 西 中 坪 押川　妙子
四 枝 年増　末光 南 麓 有吉富美子
中 堂 押田　和義 麓 工藤　邦雄
揚 町 森重　浩一 北 麓 宇戸　隆明
立 町 木下　敏子 杢 道 北野　昭男
宮 谷 久木山茂樹 割 付 福岡　裕二
古 屋 中原　義郎 倉 輪 濵田　和広
昭 和 鈴木　健一 二 反 野 德弘　里美
宮 原 黒木　誠司 久木野々 今西　彌平
神 下 大島　藤子 竹 野 坂田　公子
東 中 坪 大 澤　　 昇 尾 立 阿部　知之

妊婦・乳児に関する検診・相談 今月の健診　

綾っ子歯ッピー大会を開催します　

綾町健康づくり推進員（平成28年度）
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☎77-0180綾てるは図書館

[一般書]
○ 新撰組と刀
○ ふるさとの歌がきこえる
○ 歌がつむぐ日本の地図
○ 石川啄木	 ドナルド・キーン／著
○ ご機嫌な彼女たち	  石井 睦美／著
○ 九十九藤（つづらふじ）	 西条 奈加／著
○ うちのご近所さん	 郡 ようこ／著

[児童書]
○ かんたんテーブルマジック
○ 日本にしかいない生き物図鑑
○ どうぶつのおばけずかん	 斉藤 洋／作
○ 遊園地の妖怪一家	 富安 陽子／著
○ いつだってともだち
○ なかないでなかないで
○ たこやきのたこさぶろう

※このほかにも、たくさんの本が入っています

おすすめの本

中学生、高校生、若者の皆さんへ
ボランティア募集 !
　皆さんの発想で図書館イベントの企画、立案
をしませんか。一緒に「個性的な綾てるは図書館」
を創りましょう !

ひとことひとこと館長の館長の

■誰も借りてくれない本展示
　今まで一度も借りられたことのない本を集め、
5 月 31 日（火）~6 月 30 日（木）に展示します。
今まで読む機会を逃していた、お気に入りの一冊
が見つかるかもしれません。ぜひご覧ください。

■図書館たんけん隊
　小学 3、4 年生が、図書館で行っていることや
本の探し方などを学ぶイベントです。

■おはなし会　　　
日時／毎週土曜日　午後 2 時 ~2 時 30 分

■家庭の日おはなし会
日時／ 6 月 19 日( 日 ) 午前 11 時 30 分 ~
場所／綾馬事公苑

■子ども映写会
日時／ 6 月 18 日 ( 土 ) 午後 2 時 30 分 ~3 時 30 分
作品／なかよしおばけ　おばけの地下室たんけん

体験型イベントの開催
　5 月 14 日、バルーンアートショーや貸出の体
験などさまざまなイベントを開催しました。
■空のお仕事を体験してみよう

　たくさんの子どもたちが、空港にまつわる仕事
について興味深く学んでいました。
■笑顔と楽しさ届ける
　アフリクラウン『はっしー』がやってくる!
■布絵本の展示と布おもちゃ遊び

■貸出体験

　貸出手続きをしないまま間違って持ち出してい
ませんか?図書館の資料は綾町の大切な資料です。
もう一度確認をお願いします。

［一般書］ 
◆赤い糸destiny上・下巻　
◆体脂肪を減らす基本レシピ　
◆簡単おいしいごはん
◆1日1500kcalのらくらくダイエットごはん
◆笠原将弘の子ども定食　
◆コウケンテツのおやこ食堂　
◆食費が減るおかずBEST500　
◆いつでもおやつ
◆100円でできる3ステップでおいしい丼　
◆作ってみたい100円どんぶり　
◆100%米粉のパン&お菓子　
◆わっ、うれしい。世界一かんたんでおいしい100円おやつ
◆ぐるぐる混ぜて簡単!アレルギーフリーのおやつ
◆小麦粉なし、砂糖なし!おからマフィン
◆藤井恵さんちの卵なし、牛乳なし、砂糖なしのおやつ
◆もちもち、ふわふわ米粉の蒸しパン
◆フライパンで簡単!米粉のパン、麺、おかず、おやつ
◆ホームベーカリーでつくるおいしいパンの感動レシピ

［児童書］
◆強くなるサッカー入門
◆グレッグのダメ日記もう、がまんできない!
◆ふうとはなときじ
◆とんとんパンやさん
◆ともだちだーれ

［雑誌］　　　◆kodomoe2014年10月号　
［郷土資料］　◆清武町の昭和

5月のイベント報告

6月のイベント

6月の行事

6月の休館日 　毎週月曜日

行方不明の本を探しています
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有機農業開発センター　 ☎77-0100

　農業委員会では、農地のあっせんをしています。
今回、新たにあっせんの申し出があった土地は次の
とおりです。

・麓地区／　田　  24 アール　
・割付地区／畑　137 アール

　農地を購入する場合には譲り受けの条件がありま
す。詳しくは、6 月 10 日（金）までに各地区農業委員
または農業委員会事務局へお問い合わせください。

　平成 23 年度から、環境保全効果の高い営農活動
に取り組む生産者を直接支援する「環境保全型農業
直接支払交付金事業」が実施されています。
　綾町では、環境保全型農業の推進のため「有機農業
による作付および販売」を行った生産者に対して、事
業助成金が支払われます。「有機農業による作付」と
は、化学合成農薬や化学肥料を使用せず、有機質肥
料や有機質資材の施用、マルチ栽培やフェロモン剤
などの代替技術の実施により、周囲の環境に配慮し
た農業を指します。具体的には綾町の認証基準の「A
ランク」、有機 JAS 認証の生産者が対象となります。

■助成金／そば等雑穀以外	 8,000 円／ 10a
　　　　　そば等雑穀	 3,000 円／ 10a
■申請期日／ 6 月 17 日 ( 金 )
■申請方法／新規申請希望者はお問い合わせくだ

さい。

農地のあっせん　　

環境にやさしい農業に取り組む皆さんへ

　4 月 14 日および 25 日、綾漁協によるアユの稚魚
の放流が行われました。水産資源の確保を目的に毎
年、綾北川と綾南川の両河川を中心に行われている
もので、両日で約 7 万 4,000 匹の稚魚が放流されま
した。また、手づくりほんものセンターの名水庭園
にも放流されました。

　綾町特産の日向夏みかんで作るジュース「綾夏
ちゃん」の販売は 4 月 23 日から始まり、23、24 日
に手づくりほんものセンター前広場で発売記念イベ
ントを行いました。
　イベントでは、綾町果樹振興協議会日向夏部会の
会長・花田健二さん ( 南麓地区 ) が「味も香りも良い
ドリンクに仕上がりました」と綾夏ちゃんの PR を
行ったほか、集まった子どもたちが綾夏ちゃんで乾
杯し「おいしい」「暑い時に飲みたい」と笑顔で話し
ていました。また、試飲・販売コーナーも多くの来
場者でにぎわいました。
　今年は約 85㌧の綾町産日向夏みかんを原料に、果
汁 30% の缶とペットボトル、果汁 100% の缶を生産
し、A コープ綾店など町内外の 5 カ所で販売します。

アユの稚魚を放流　　　　　　　　　

「綾夏ちゃん」の販売を開始　　　　

毎月 20日は
県内一斉消毒の日です

畜舎などの消毒を徹底しましょう

家畜防疫で最も重要なのは
「発生予防」と「早期発見・通報」です!
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森林セラピーの窓口がかわります
［問い合わせ・申込先］
　　3 月 31 日（木）まで／農林振興課・綾町森林セラピー推進協議会事務局　☎ 77-0100
　　4 月　1 日（金）から／ユネスコエコパーク推進室　☎ 77-3482

　
森
林
に
す
む
ヘ
ビ
。
日
本
人
初
の
採
集

者
で
あ
る
高
千
穂
氏
に
ち
な
ん
だ
名
前
で

す
。
太
さ
は
大
人
の
小
指
程
度
、
長
さ
は

約
30
〜
60
㎝
と
小
型
。
夜
行
性
で
昼
間
は

落
ち
葉
や
石
、
倒
木
な
ど
の
下
に
潜
り
込

ん
で
い
る
た
め
人
目
に
触
れ
る
こ
と
が
少

な
く
幻
の
ヘ
ビ
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　

表
面
の
鱗
に
は
虹
色
の
光
沢
が
あ
り
、

非
常
に
美
し
い
体
を
し
て
い
ま
す
。
昆
虫

や
ミ
ミ
ズ
を
エ
サ
と
し
て
い
ま
す
が
無
毒

で
お
と
な
し
く
、
か
み
付
く
こ
と
は
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
石
の
下
な
ど
で
運
よ

く
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
じ
っ
く

り
観
察
し
て
み
る
の
も
よ
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
。 タ

カ
チ
ホ
ヘ
ビ

ま
し
た
。
ま
た
、
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
運
営
状

況
や
課
題
な
ど
を
調
査
し
よ
う
と
、
3
月
に
え
び

の
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
と
南
阿
蘇
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

各
グ
ル
ー
プ
と
も
、
活
動
を
進
め
て
い
く
に
当

た
り
必
要
な
人
材
や
資
金
な
ど
を
ど
の
よ
う
に
確

保
し
て
い
く
の
か
と
い
う
点
が
課
題
と
な
り
ま
し

た
。
28
年
度
は
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め

の
方
法
を
考
え
な
が
ら
、
ワ
ー
キ
ン
グ
会
議
を
進

め
て
い
く
予
定
で
す
。

　

地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
た
ユ
ネ
ス
コ 

エ
コ

パ
ー
ク
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
計
画
・
提
案

を
行
う
こ
と
を
目
的
に
平
成
26
年
度
に
設
立
さ
れ

た「
綾
ユ
ネ
ス
コ 

エ
コ
パ
ー
ク
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
」。
平
成
27
年
度
は
、会
員
29
人
が「
自
然・学
習
」

「
商
品
開
発
」「
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
」の
3
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
ワ
ー
キ
ン
グ
会
議
や
視

察
、
研
修
会
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
自
然
・
学
習
グ
ル
ー
プ
で
は
、「
町
民
の
自
然
に

対
す
る
理
解
や
自
然
体
験
を
豊
か
に
す
る
」「
森
林

環
境
の
美
化
を
推
進
す
る
」の
2
点
に
つ
い
て
議

論
を
深
め
ま
し
た
。
ま
ず
は
会
員
自
身
の
自
然
に

対
す
る
理
解
や
体
験
を
豊
か
に
す
る
た
め
、
9
月

に
川
中
神
社
で
1
泊
2
日
の
自
然
体
験
学
習
を

行
っ
た
ほ
か
、
12
月
に
大
吊
橋
付
近
の
照
葉
樹
林

内
で
の
清
掃
活
動（
24
時
間
テ
レ
ビ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

委
員
会
と
の
共
催
）を
し
ま
し
た
。

　

商
品
開
発
グ
ル
ー
プ
は
、
農
家
民
泊
に
つ
い
て

話
し
合
い
ま
し
た
。
小
林
市
な
ど
で
農
家
民
泊
を

推
進
し
て
い
る「
北
き
り
し
ま
田
舎
物
語
推
進
協
議

会
」の
冨
満
哲
夫
会
長
と
小
倉
憲
子
事
務
局
長
を
講

師
に
迎
え
、
1
月
に
研
修
会
を
開
催
。
綾
町
で
農

家
民
泊
を
実
現
す
る
た
め
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て

活
発
な
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
グ
ル
ー
プ
は
、
綾
町
に
お

け
る
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
設
立
準
備
に
当
た
っ

て
必
要
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
進
め

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
活
動
を
報
告
し
ま
す

コラム

12月にボランティアと
大吊橋付近の照葉樹林の清掃活動を実施

農家民泊に関する研修会えびのエコミュージアム
センター視察
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みなさまのあたたかい善意に感謝します

綾
町
社
会
福
祉
協
議
会

4
月
1
日
〜
26
日
受
付
分

［
一
般
寄
付
］

寄
付
者
／
物
品（
地
区
名
）

松
元　
　
勝
／
野
菜（
四
枝
）

德
弘　
正
榮
／
野
菜（
揚
町
）

井
上
ア
ヤ
子
／
野
菜（
宮
原
）

［
忌
明
寄
付
］寄

付
者
／
物
故
者（
地
区
名
）

北
﨑　
龍
弥
／
シ
マ（
南
麓
）

熊
本
地
震
の

　
　
災
害
義
援
金
受
付
中

寄
せ
ら
れ
た
義
援
金
は
、
全
額
を
被

災
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
お
届
け
し
ま
す
。

◎
受
付
期
間
／
6
月
30
日（
木
）ま
で

◎
募
金
箱
設
置
場
所
／
綾
町
役
場
、
綾

手
づ
く
り
ほ
ん
も
の
セ
ン
タ
ー
、
ほ

ん
も
の
ア
イ
ス
工
房
、
綾
町
商
工

会
、
日
本
赤
十
字
社
宮
崎
県
支
部
綾

町
分
区（
綾
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

■
問
い
合
わ
せ
先
／
綾
町
社
会
福
祉

協
議
会
☎
77
－
3
0
6
6

善
意
の
寄
付
・
寄
贈［敬

称
略
］

「介護家族の集い」に参加してみませんか!
　家族を介護している人や介護が必要なご本人の生活が少しでも向上するよう「介護家族の集い」を行って
います。この集いは、介護体験者同士の交流、悩み相談、介護知識の情報交換などを行うもので、今年度は
年 4 回開催予定です。
　これまでの参加者からは、「一人じゃない、仲間がいると思えた」など、たくさんの感想が寄せられていま
す。ぜひご参加ください。

■日時／ 6 月 16 日（木）　午前 10 時〜 11 時 30 分
■場所／健康センター
■内容／講話「つながり介護　こころとからだにいいっちゃが」
　　　　講師　リハ コンディショニング スタジオエール
　　　　理学療法士　井上宏治さん
■対象／介護に携わっている人
■申込方法／ 6 月 13 日（月）までに包括支援センターへご連絡ください
■問い合わせ・申込先／綾町地域包括支援センター　☎ 77-3141

［
解
説
］生
涯
学
習
講
座「
俳
句
教
室
」　
講
師
　
本
村
　
蠻

文
芸
の

　
　
　
　

ひ
ろ
ば

生
涯
学
習
教
室

　

「
俳
句
」受
講
生
の
作
品

年
森　
豊
治
さ
ん
（
麓
地
区
）

　
冬
か
ら
春
へ
の
季
節
の
変
わ
り
目
。
冬
の
間
閉
ざ
し
て

い
た
北
向
き
の
部
屋
も
窓
を
開
け
る
。「
北
窓
開
く
」
は

早
春
の
季
語
。
朝
の
食
卓
に
並
ぶ
食
器
の
輝
き
に
春
の
訪

れ
、
解
放
感
を
捉
え
た
句
。
鋭
く
、
豊
か
な
感
性
。

北
窓
を
開
け
て
食
器
の
白
さ
か
な

堅
元
カ
ツ
子
さ
ん
（
四
枝
地
区
）

　
「
学
校
の
桜
よ
り
咲
く
山
の
町　

川
井
淵
」
と
い
う
佳

句
が
あ
る
。
が
、
掲
句
は
そ
の
桜
の
散
る
さ
ま
。
そ
れ
を

愛
で
る
の
も
春
の
興
趣
。「
又
」
の
一
字
は
、
毎
年
毎
年

そ
れ
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
作
者
の
心
ば
え
。

今
年
又
小
学
校
の
花
吹
雪
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お
知
ら
せ

町
政
座
談
会（
6
月
）

　
平
成
28
年
度
の
予
算
と
事
業
の

説
明
を
行
い
ま
す
。
町
政
座
談
会

で
寄
せ
ら
れ
た
意
見
や
要
望
は
、

今
後
の
施
策
な
ど
の
参
考
に
し
ま

す
の
で
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
出

席
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
当
日
は
事
前
に
配
布
す

る「
町
政
だ
よ
り
」を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

◎
内
容
／
健
康
教
室
、
予
算
・
事

業
の
説
明
、
意
見
交
換

◎
時
間
／
午
後
7
時
30
分
〜
9
時

◎
日
程
／

1
日（
水
）神
下

3
日（
金
）宮
原

6
日（
月
）昭
和（
崎
ノ
田
公
民
館
）

8
日（
水
）古
屋（
尾
原
公
民
館
）

9
日（
木
）宮
谷

14
日（
火
）二
反
野

15
日（
水
）立
町

17
日（
金
）揚
町

20
日（
月
）中
堂

22
日（
水
）四
枝

23
日（
木
）上
畑

27
日（
月
）倉
輪

■
問
い
合
わ
せ
先
／

企
画
財
政
課
☎
77
－
2
9
4
8

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
病
気
や
け
が
で
輸
血
が
必
要
な

人
を
一
人
で
も
多
く
救
う
た
め
、

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
血
液

セ
ン
タ
ー
と
綾
町
か
ら
記
念
品
を

進
呈
し
ま
す
。

◎
日
時
／
6
月
9
日（
木
）午
前

9
時
30
分
〜
正
午
、
午
後
1

時
30
分
〜
4
時
30
分

◎
場
所
／
手
づ
く
り
ほ
ん
も
の
セ

ン
タ
ー
駐
車
場

◎
献
血
対
象
／
全
血
輸
血
4
0
0
㎖

■
問
い
合
わ
せ
先
／

福
祉
保
健
課
☎
77
－
1
1
1
4

水
質
検
査

　

検
査
を
希
望
す
る
人
は
27
日

（
月
）ま
で
に
検
査
容
器
を
役
場
ま

で
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

◎
水
質
検
査
日
／
6
月
28
日（
火
）

◎
検
査
手
数
料
／
5
4
0
0
円

■
問
い
合
わ
せ
先
／

建
設
課
上
下
水
道
係

☎
77
－
3
4
6
7

事
業
系
一
般
廃
棄
物
の

搬
入
手
数
料
を
有
料
化
し
ま
す

　
こ
れ
ま
で
エ
コ
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ

み
や
ざ
き
へ
直
接
搬
入
す
る
際
の

手
数
料
を
無
料
と
し
て
い
ま
し
た

が
、
廃
棄
物
の
適
正
処
理
や
ご
み

の
減
量
化
の
推
進
、
他
市
町
村
と

の
均
衡
を
図
る
た
め
、
事
業
系
一

般
廃
棄
物
の
搬
入
手
数
料
を
有
料

化
し
ま
す
。
町
内
事
業
所
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
徴
収
開
始
日
／
7
月
1
日（
金
）

◎
徴
収
場
所
／
エ
コ
ク
リ
ー
ン
プ

ラ
ザ
み
や
ざ
き

◎
搬
入
手
数
料
／
1
0
0
㎏
ご

と
に
3
2
4
円（
1
0
0
㎏
未

満
の
場
合
は
3
2
4
円
）

■
問
い
合
わ
せ
先
／

町
民
生
活
課
☎
77
－
3
4
6
5

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
事

業
補
助
金

　
町
民
が
、
自
己
の
居
住
す
る
住

宅
な
ど
を
町
内
の
施
工
業
者
を
利

用
し
て
修
繕
お
よ
び
補
修
な
ど
の

工
事
を
行
う
場
合
、
そ
の
経
費
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

◎
対
象
者
／
町
内
に
居
住
し
、
住

民
登
録
ま
た
は
外
国
人
登
録
を

し
て
い
る
人
で
、
町
税
な
ど
の

滞
納
を
し
て
い
な
い
人

◎
補
助
率
／
10
%
（
1
0
0
0

円
未
満
切
り
捨
て
）

◎
補
助
金
の
限
度
額
／
10
万
円

※
申
請
は
必
ず
着
工
前
に
行
っ
て

く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ
先
／

産
業
観
光
課
☎
77
－
3
4
6
4

6
月
1
日
は

人
権
擁
護
委
員
の
日

　

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

は
、
6
月
1
日
を「
人
権
擁
護

委
員
の
日
」と
定
め
、
人
権
擁
護

委
員
制
度
の
周
知
を
図
る
た
め
、

市
町
村
ご
と
に
全
国
一
斉
特
設
人

権
相
談
所
の
開
設
や
街
角
で
の
啓

発
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

綾
町
で
も
6
月
3
日（
金
）

午
後
3
時
30
分
か
ら
手
づ
く
り

ほ
ん
も
の
セ
ン
タ
ー
周
辺
で
街

頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を

受
け
、
活
動
し
て
い
る
綾
町
の
人

権
擁
護
委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
籾
田　
孝
一

・
早
川　
ゆ
り

・
中
村　
清
久

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
法
務
局
に
お

け
る
常
設
相
談
所
お
よ
び
各
地
域

に
お
け
る
特
設
相
談
所
で
相
談
を

受
け
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

町
民
生
活
課
☎
77
－
3
4
6
6

み
や
ざ
き
で
働
こ
う
!

就
職
面
接
会

　

県
内
の
企
業
約
1
5
0
社
が

集
ま
る
就
職
面
接
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

◎
日
時
／
6
月
3
日（
金
）午
後

1
時
〜
4
時
30
分

◎
場
所
／
シ
ー
ガ
イ
ア
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
4
階
サ
ミ
ッ

ト
ホ
ー
ル（
宮
崎
市
山
崎
町
）

◎
対
象
／
平
成
29
年
3
月
に
大
学

な
ど
を
卒
業
予
定
の
学
生
お
よ

び
卒
業
後
3
年
以
内
の
求
職
者

◎
備
考
／
参
加
無
料
、
履
歴
書
不
要

■
問
い
合
わ
せ
先
／

宮
崎
労
働
局
職
業
安
定
課

☎
38
－
8
8
2
3

県
建
築
業
協
会

訓
練
生
募
集
説
明
会
を
開
催

　
（
一
社
）県
建
築
業
協
会
で
は
、

人
手
不
足
が
深
刻
な
建
設
労
働
者

の
育
成
・
確
保
を
図
る
た
め
、
建

設
労
働
緊
急
育
成
支
援
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
事
業
実
施
に
あ

た
り
訓
練
生
募
集
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。

◎
対
象
／
離
転
職
者
、
新
卒
者
、

未
就
職
卒
業
者
な
ど
県
内
で
の

就
職
を
希
望
す
る
人（
経
験
不

問
）

◎
日
時
／
6
月
8
日（
水
）、
6

月
22
日（
水
）、8
月
8
日（
月
）

◎
時
間
／
午
後
4
時
30
分
〜
5
時

くらしの情報[6月]
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◎
場
所
／
県
建
築
業
協
会（
宮
崎

市
瀬
頭
2
丁
目
）

■
問
い
合
わ
せ
先
／

県
建
築
業
協
会
☎
65
－
5
8
6
4

労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く

各
種
免
許
試
験

◎
試
験
日
／
8
月
7
日（
日
）

◎
場
所
／
宮
崎
大
学
農
学
部
講
義

棟（
宮
崎
市
学
園
木
花
台
西
）

◎
試
験
の
種
類
／
第
一
種
衛
生
管

理
者
、
第
二
種
衛
生
管
理
者
、

潜
水
士
、
ク
レ
ー
ン
・
デ
リ
ッ

ク
運
転
士（
ク
レ
ー
ン
限
定
）、

移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
士
、
発

破
技
士
、
林
業
架
線
作
業
主
任

者
、
一
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士
、
二

級
ボ
イ
ラ
ー
技
士
、
ボ
イ
ラ
ー

整
備
士

◎
試
験
料
／
6
8
0
0
円

◎
申
請
期
間
／
6
月
7
日（
火
）

〜
24
日（
金
）必
着

※
申
請
書
の
受
付
団
体
は
試
験
の

種
類
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
先
／

九
州
安
全
衛
生
技
術
セ
ン
タ
ー

☎
0
9
4
2
－
43
－
3
3
8
1

看
護
力
再
開
発
講
習
会

　
看
護
師
の
資
格
は
持
っ
て
い
る

け
れ
ど
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
っ
て
再
就

職
に
不
安
を
感
じ
る
と
い
う
人
の

た
め
に
、
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。

◎
講
義
コ
ー
ス
／

　
６
月
９
日（
木
）
～
10
日（
金
）

　
12
月
13
日（
火
）
～
14
日（
水
）

◎
看
護
技
術
コ
ー
ス
／

　
９
月
５
日（
月
）
～
９
日（
金
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
／

県
看
護
協
会
☎
58
－
４
５
２
５

※
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
健
康
セ
ン

タ
ー
に
あ
り
ま
す

相
　
談

特
設
人
権
相
談

　
人
権
問
題
で
お
困
り
の
人
や
心

配
ご
と
が
あ
る
人
は
遠
慮
な
く
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

　
な
お
、
同
日
電
話
相
談
も
行
い

ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

◎
日
程
と
場
所
／

6
月
1
日（
水
）高
岡
総
合
支

所
会
議
室
お
よ
び
国
富
町
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
、
6
月
3
日

（
金
）綾
町
公
民
館

◎
電
話
相
談
／
午
前
10
時
〜
午
後

3
時

☎
0
9
0
－
3
7
3
2
－
1
5
6
9

※
綾
町
在
住
者
が
高
岡
・
国
富
な

ど
他
市
町
村
の
会
場
で
相
談
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
先
／

町
民
生
活
課
☎
77
－
3
4
6
6

常
駐
人
権
相
談
所

　
宮
崎
地
方
法
務
局
で
は
平
日
午

前
9
時
〜
午
後
4
時
ま
で
随
時

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

宮
崎
地
方
法
務
局

☎
22
－
5
1
2
4

労
働
相
談

　

県
で
は
労
働
問
題
に
関
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
、
解
決

に
向
け
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
た

め
、
中
小
企
業
労
働
相
談
所
を
設

置
し
て
い
ま
す
。
相
談
無
料
。

◎
日
時
／
平
日
の
午
前
8
時
30

分
〜
5
時
15
分

◎
内
容
／
解
雇
や
賃
金
の
引
き
下

げ
な
ど
労
働
問
題
に
関
す
る
相
談

◎
対
象
／
労
働
者
、
労
働
組
合
、

事
業
主
な
ど

◎
相
談
方
法
／
電
話
か
面
談

■
問
い
合
わ
せ
・
相
談
先
／

県
商
工
観
光
労
働
部
雇
用
労
働

政
策
課
☎
26
－
7
1
0
6

募
　
集

ふ
る
さ
と
夏
ま
つ
り

参
加
者
・
出
店
者
募
集

　
ふ
る
さ
と
夏
ま
つ
り
は
、
７
月

24
日（
日
）、
て
る
は
ふ
れ
あ
い
広

場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
開
催
に
当

た
り
、
パ
レ
ー
ド
の
参
加
者
、
み

こ
し
の
担
ぎ
手
を
募
集
し
ま
す
。

な
お
、
壮
年
会
、
女
性（
婦
人
）部
、

子
ど
も
会
な
ど
の
団
体
に
は
参
加

を
依
頼
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
７
月
の
広
報
あ
や
お

よ
び
チ
ラ
シ
な
ど
で
案
内
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ナ
イ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
を
盛
り
上
げ
る
屋
台
の
出
店
者

も
募
集
し
ま
す
。
希
望
者
は
お
電

話
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

綾
町
公
民
館
内
夏
ま
つ
り
実
行

委
員
会
事
務
局
☎
77
－
１
１
８
３

催
し
物

綾
ふ
れ
あ
い
館
情
報（
6
月
）

［
ワ
ー
ド
教
室
］

◎
期
間
／
6
月
6
日（
月
）
〜

10
日（
金
）午
前
10
時
〜
正
午
、

午
後
2
時
〜
4
時

◎
内
容
／
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作

か
ら
簡
単
な
文
書
・
チ
ラ
シ
の

作
成
講
座（
5
回
6
0
0
0
円
）

［
あ
り
の
く
ら
し
展
］

◎
期
間
／
6
月
12
日（
日
）
〜
29

日（
水
）午
前
8
時
30
分
〜
午

後
6
時

◎
内
容
／
身
近
な
昆
虫
・
ア
リ
の

生
態
を
紹
介

［
熊
本
地
震
復
興
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ

な
つ
か
し
の
映
写
会
］

◎
期
間
／
6
月
18
日（
土
）午
後

1
時
30
分
〜

◎
内
容
／
往
年
の
名
画「
喜
び
も

哀
し
み
も
幾
歳
月
」を
上
映

◎
前
売
券
／
綾
ふ
れ
あ
い
館
で
販

売
中（
5
0
0
円
）

※
収
益
の
一
部
は
熊
本
地
震
復
興

支
援
に
寄
付
し
ま
す

◆
常
設

［
綾
工
芸
ギ
フ
ト
の
店
ど
ん
ぐ
り
］

　
地
元
工
芸
家
の
作
品
を
一
堂
に

集
め
て
展
示
販
売

［
サ
ロ
ン
ス
ペ
ー
ス
］

　
セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
で
お
茶
が
飲

め（
無
料
）、
お
弁
当
な
ど
も
食
べ

ら
れ
る
休
憩
ス
ペ
ー
ス

■
問
い
合
わ
せ
先
／

綾
ふ
れ
あ
い
館
☎
30
－
7
2
7
0

くらしの情報[6月]
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　4 月期の子牛セリ市の綾町の品評会は 3 月 24 日、国富町田尻の畜産セン
ターで行われ、去勢部門、雌子牛部門ともに上村正行さん（宮原地区）が優等
主席に輝きました。
　去勢・雌の両部門で同じ生産者が優等主席を獲得したのは数年ぶりという
快挙。上村さんは「行政・農協などの指導員や技術員をはじめ、畜産農家の
皆さんのおかげ。これを励みに頑張っていきたい。高齢化の影響で畜産農家
戸数が減っているのは寂しいが、若い人たちに興味を持ってもらい、綾町の
畜産をもっと盛り上げていってほしい」と話していました。

優等首席

子牛品評会で
上村正行さんがチャンピオンに

　綾町の法律相談弁護士として約
40 年にわたり無料法律相談に携
わってこられた吉良啓弁護士（宮
崎市）が、平成 27 年度をもって
退任されました=写真。任期中は、
法的なトラブルの解決に必要な情
報を、法の専門家の立場から提供
してくださいました。心からお礼
を申し上げます。
　後任には日野直彦弁護士（宮崎
市）が就任されました。次回の相
談は 7 月 12 日（火）です。 

無料法律相談弁護士が
交替

　昨年の 8 月に着任した、地域おこし協力隊の曽我 傑
すぐる　

です。
　地域おこし協力隊のさまざまな取り組みのなかで、今回は事務局とし
てかかわっている「ふれあい綾もりの市」（以下、もりの市）についてお
話します。
　もりの市のコンセプトは、ずばり「ほんもの」。地元の新鮮でおいしい食
材や、有機栽培や自然栽培などのこだわりの農法で作った野菜、綾町の産
業を盛り上げようと頑張っている生産者・自営業者さんたちの熱い思いを伝えるために開催しています。
　もりの市では、綾町産の農産物を中心に、総菜や加工品、工芸品、雑貨などバラエティに富んだ商品を販
売しています。せっかく素晴らしい食材があるのに「綾町と言えばこれ !」というグルメがないので、出店者さ
んの協力で、綾町産の食材を使ったカレーやかきあげうどんなども販売しています。もりの市から近い将来、

「綾町特産グルメ」が生まれるかも ! とわくわくしているところです。
　開催に当たっては、会長の前田清寿さん（中堂地区・農業）を筆頭に、農業や飲食業などに携わる実行委員
約 10 人が定期的に集まって打ち合わせをしているのですが、地域おこし協力隊の 2 人も連絡・調整のほか、
出店数を増やすための営業活動をしたり、来場者の皆さんに話を聞いたり、企画案を出したりといったこと
もしています。
　昨年から設けている木育（木のおもちゃ）コーナーも新しい取り組み
のひとつです。将来は綾町在住の工芸家による綾町産の木材を使った
おもちゃをたくさん並べたい ! そして多くの子どもたちにそこで遊ん
でほしい ! という夢を描いています。
　綾町は長年、まちぐるみで自然生態系農業や工芸の取り組みを続け
てきました。この歴史を大切にして、出店者も来店者も喜ぶ「もりの市」
にするため、地域の皆さんと一緒に汗を流したいと思います。
　みなさん、ぜひ「もりの市」に足をお運びください。一緒に盛り上げ
ていきましょう !

［去勢］太陽号 ［ 雌 ］さやか号

地域おこし
　 　協力隊徒然日誌
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　4 月 17 日、宮崎市総合体育館
で第 12 回少林寺流錬心舘（総本
山・鹿児島県）日向灘空手道大会
が行われました。
　型試合小学 1・2 年生（初級）の
部で福満琉惺くん（神下地区）が優
勝しました。また、同部門で薮内
美羽さん（東中坪地区）が第 3 位
に輝きました。おめでとうござい
ます。
　今後ますますの活躍を期待し
ます。

空手道大会で好成績

　綾町と NTT 西日本宮崎支店は、
4 月 25 日、特設公衆電話に関す
る協定を締結しました。
　東日本大震災を機に公衆電話の
役割が見直されたことから、近年、
全国の自治体で事前設置が進めら
れている特設公衆電話は、災害時
に優先的につながる回線で、被災
者は無料で使用することができま
す。災害が起こった際は、避難所
となる綾てるはドームに設置され
ます。

綾町とNTT西日本
宮崎支店が協定を締結

　第 9 回綾男山まつりは、4 月
29 日〜 5 月 8 日に中央通商店街
を中心に行われました。
　こいのぼりや五月人形などが飾
られた男山が町内各所に設置され
たほか、5 月 1 日には武者行列が
開催され、よろいかぶとを勇まし
く身に付けた子どもたちが笑顔で
パレードしました。また、スタン
プラリーや戦国汁の振る舞いなど
もあり、多くの観光客でにぎわっ
ていました。

　カヌー愛好会・綾漕会によるカ
ナディアンカヌーの無料開放が始
まりました。4 月 17 日には祈願
祭が行われ、関係者が集まって催
事の安全と盛況を祈りました。
　カナディアンカヌーの無料開放
は、10 月までの第 3 日曜日に、
綾南川三本松橋下流河川敷で行わ
れる予定で、初心者や子どもも気
軽に体験できます。楽しみながら
自然と触れ合える機会としてぜひ
ご利用ください。

男山まつり
勇壮にパレード開催

カナディアンカヌー
無料開放開始

　綾国際クラフトの城の開館 30
周年を記念して、「綾城おもちゃ
の森」と題したイベントが 5 月 3
〜 5 日に開催されました。たく
さんの木のおもちゃが設置され、
大人も子どもも夢中になって遊ぶ
姿が見られたほか、染色体験や忍
者道場なども行われ、子どもたち
のにぎやかな声が響きました。
　また「ふれあい綾もりの市」もあ
り、多くの親子連れがのんびりと
休日を過ごしていました。

　宇都テルさん（上畑地区）が 4
月 25 日 に 100 歳 を 迎 え ら れ、
入所しているやすらぎの里でお祝
いパーティーが開催されました。
出席した前田町長からは祝い状と
花束が贈られました。
　宇都さんは、大正 5 年生まれ。
明るくて優しい性格で、施設職員
からも慕われており、くよくよし
ないことが長寿の秘けつというこ
とです。これからもお元気でお過
ごしください。

綾城おもちゃの森
大にぎわい

100歳
おめでとうございます

まちの話題　　　
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現住人口調査（平成28年5月1日現在）

総数:7,261人（-8）／世帯数:2,934戸（+5）
男:3,365人（-9）／女:3,896人（+1）

［転入+31人、転出 -36人、出生　2人、死亡　5人］※（　）は前月比

寄付金額／84,307,004円
寄付者数／5,495人
※平成28年4月1日〜30日の合計

綾町の
人口

ふるさと
納税

広報あや7月号の配布日（各地区配布担当者への配達日）は、6月24日（金）の予定です。
各世帯（自治公民館組織加入者のみ）へは、6月24日（金）~30日(木）の期間に配布される予定です。
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綾町は「日本で最も美しい村」
連合に加盟しています。

　第 9 回綾町・照葉短歌賞の表彰式は、5 月 1 日、恋人
の聖地のモニュメントがある酒泉の杜で行われました。
　「愛」や「恋」をテーマに、家族愛や友情、郷土愛など
をうたった 629 首の作品が寄せられ、歌人の伊藤一彦
さんが「一般の部」「高校生の部」「小中学生の部」の 3
部門でそれぞれ最優秀賞 1 首、優秀賞 2 首、佳作 3 首
を選びました。　
　伊藤さんは、それぞれの作品に対して分かりやすく講
評し、受賞者には前田町長から表彰状が手渡されました。
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恋人の聖地
　　綾町・照葉短歌賞 Topics


